
第23回 

日本健康福祉政策学会 
学術大会inひさやま 

2019（令和元）年9月21日～22日 
場所：久山町ヘルスＣ＆Ｃｾﾝﾀｰ 

     福岡県糟屋郡久山町久原１８２２－１ 

主  催：日本健康福祉政策学会 
後  援：久山町・公益社団法人久山生活習慣病研究所 
       久山町社会福祉協議会・福岡県 
大 会 長 : 角森輝美(福岡看護大学・元久山町健康福祉課長） 

～58年間続く久山町研究からの「健康を柱にしたまちづくり」を体感して～ 

コミュニティバスで約１５分100円1時間に２
～３便位です

歩道橋

タクシーだと約10分で1,000円ほどです

バス停・・・ヘルスＣ＆Ｃセンター

階段下りる

タクシー乗り場

ホテル夢家

ヘルスＣ＆Ｃセ
ンター ＊建物の玄関前がバス停です

福北ゆたか線

至博多駅
篠栗駅

バス停

テーマ：住民が支えた久山町研究とまちづくり 



第 23 回 日本健康福祉政策学会学術大会 in ひさやま 
テーマ：住民が支えた久山町研究とまちづくり 

日時：2019年９月20日（金）・21日（土）・22日（日） 

会場：久山町ヘルスC&Cセンター （福岡県糟屋郡久山町大字久原1822－1） 

2019年9月20日（金） 

●エクスカーション  
※大会事務局に事前申し込み(定員20名) 
14:00 集合：ヘルスC&Cセンター玄関ホール 
     久山町研究ライブラリー見学 →  
             研究室訪問 → 町内巡廻(猪野皇大神宮他) 

17:00 解散：ヘルスC&Cセンター玄関
  

2019年9月21日（土） 

●開会 10:00～（受付：9:00～）  
●基調講演       
「住民・行政・開業医・大学との共同による半世 
 紀にわたる久山町疫学研究の成果」 
 座長：角森輝美 氏 
  （元久山町健康福祉課長・福岡看護大学教授） 

 演者：清原 裕 氏 
  （久山町ヘルスC&Cセンター長・九州大学名誉教授）

●歓迎アトラクション  
 ・久山町住民によるギター演奏 
 ・老人クラブによる社交ダンス 

●シンポジウム①     
「疫学研究の健康福祉政策・まちづくりへの展開」   
 座長：山口 忍 氏（茨城県立医療大学） 

 清原 裕 氏 
 （久山町ヘルスC&Cセンター長・九州大学名誉教授） 

 塩飽 邦憲 氏（日本健康福祉政策学会理事長） 

 久芳 菊司 氏（久山町町長）  
 角森 輝美 氏 
 （元久山町健康福祉課長・福岡看護大学教授）  
●ワークショップ（４テーマ予定）※募集中 

 ① 住民企画 
 「誇りと安心を培った私たちの久山町研究」 
 ② 塩飽邦憲 氏「地域包括ケアへの道」 
   ⓷加納尚美氏「中高生への「大人になるための    
  性教育」模擬授業」  
 
 
 
 
 

2019年9月22日（日） 

●受付 （8:30～9:00）   
●ポスターセッション ※募集中  
●シンポジウム②  
「私たちにできる仲間づくりと支えあい」 
 座長：岩永 俊博 氏 
 (健康なまちづくり支援ネットワーク代表)  

 NPO法人（認知症予防）  
 篠栗町住民活動   
 地域組合活動  
 自治行政組合の自主的活動  
 起業保健師  
●大会まとめセッション  
 塩飽邦憲 氏（日本健康福祉政策学会理事長） 

 松田正巳 氏（日本健康福祉政策学会理事） 

 角森輝美大会長  
   

  日   時：2019年9月21日（土） 

       18:00～20:00   
  場   所：ホテル夢家（学会会場から徒歩3分） 
  参加費：5,000円予定 

レセプション 

ワークショップ、ポスターセッション、 
募集中です！ 
締め切りは8月20日に延長しました。 
下記、大会事務局にご連絡ください。 

※日程は現在の予定であり一部変更する場合が 
 ありますのでご了承ください。  

 
■大会事務局 ：福岡看護大学 地域・在宅部門  公衆衛生看護分野  
           〒814-0193福岡市早良区田村2丁目15番1号  
    TEL:092-801-0411（代表) FAX:092-801-0412 
    E-mail:kakumori@college.fdcnet.ac.jp 
■参 加 費  ：4,000円    


	第23回�日本健康福祉政策学会�学術大会inひさやま
	スライド番号 2

